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大倉季久氏の報告をめぐる討議
大倉氏の報告「現代日本の森林問題の歴史的起源とその構造」は，現在日本の各地で起こ
りつつある森林荒廃，とくに大規模再造林放棄の現状の原因を，新しい経済社会学の視点か
ら分析されたものである。この森林荒廃の問題は，安価な輸入木材に太刀打ちできないから，
というよく言われるような原因だけに起因するものではなく，木材市場の構造が変わる中で
価格変動に対する緩衝能力が低下したことで起きているのだ，ということを，大倉氏の報告
は指摘している。
ここでは，この日本の森林荒廃の問題について，環境問題，とくに地球温暖化と生物多様
性保全の点から位置づけておきたい。日本は，世界でも屈指の森林国であり，国土の68％を
森林が覆っている（25％が植林地，24％が二次林，19％が自然林)。森林荒廃として問題に
なってきたのは，次の３つである。二次林，とくに農村に隣接しかつて燃料や肥料や食料
を提供してきたいわゆる里山において，人の手による介入がなくなったことによる植生の遷
移。植林地において，密植されたスギやヒノキが適切に管理・間伐されていない状態。そ
して報告にあったように大規模に皆伐され跡地が植林されない大規模再造林放棄である。
の里山の遷移は，ながらく人が介入することで維持されてきた落葉広葉樹の森が，人が
入らなくなることでネザサに覆われたり常緑樹に置き換わることにより，そこを住みかとし
ていた多くの身近な生物が生息場所を失い減少の一途をたどる，という生物多様性への影響
が問題となっている。
との植林地に関する問題は，大倉氏の報告にあったとおりであるが，この問題は日本
の地球温暖化対策に大きな影を落とすことになる。日本は，京都議定書において温室効果ガ
スを1990年比６％削減することを約束しており，その約束期間はすでに始まっている（2008
年～2012年)。この議定書では，森林管理や植林による二酸化炭素の吸収を算入する森林吸
収を柔軟措置として認めており，日本政府はこの措置で3.8％分を確保するつもりでいる。
密植された植林地を適切に間伐して残った木々を太らせれば，森林全体の生物量が増大し二
酸化炭素吸収が増加するというわけである。しかし実際にはこの森林管理は遅々として進ん
でいない。そこに加えて，大規模な皆伐と再造林放棄が発生しては，森林吸収による3.8％
という数字はまったくの机上の空論となってしまう。ただでさえ困難な状況にある京都議定
書の目標達成は，いよいよ難しくなるのである。
日本の植林地は，地球温暖化が迫る今，二酸化炭素の吸収源として，あるいはバイオマス
エネルギーの供給源として，貴重な財産と言うことができる。しかしその森林が，市場の構
造変化によって荒廃し破壊されていることが，大倉氏の報告で明らかになった。ではどうす
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ればこの状況を変えることができるのか。どの部分に働きかければ有効に状況をコントロー
ルできるようになるのか，それが明らかにされ，今後の森林政策に反映されることが必要と
されている。 （本学社会学部准教授 巖圭介）
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